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降⽔時の⽅が
検出可能距離
が⼤きくなる
傾向にあった

⾵が強くなると、61 – 100 Hz 帯で
感度が悪化する傾向がみられた

⾵が強くな
ると、CSやY-
endのX軸/Y
軸⽅向の地
⾯振動が⼤
きくなった

本研究は「地下に建設された重⼒波望遠鏡に
周辺の気象が与える影響」を初めて評価した


